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l｡はじめに
急速に進行する地球環境変動を予測するためには、過去における地球環境変動の情
報を的確に把握することが急務となっている。地球規模の環境変動の情報は、大洋底
堆積物や極域の氷床コアから平均化された変動として得られてきた。また同時に、生
物と絡む陸域での環境変動情報取得も重要であり大陸にある古代湖堆積物の解析が
進められている。湖底堆積物は，過去における流域の変動や湖内で生息した生物など
の気候変動に絡む物理，化学，生物的変化のグローバルあるいはローカルな記録をそ
れぞれの化石として保存している。化学成分は堆積当時を保存しているとは限らない
が、基礎的な検討を通じての適当な手法を用いれば化学成分からの情報も古環境解析
に大いに役立つ。右図に研究の全体像を示す。本研究は化学情報、特に化学化石の一
つである地殻物質、天然放射性元素ウラン(U)・トリウム(Th)に着目し、湖沼堆積物
中のU･Th同位体測定を実施し、それらの堆積物への移行･堆積挙動から周辺の古環
境解析を行う。最終的には,糊底堆積物コア中のU,Th同位体記録から環境変遷史を
解読する新たな時計を提示し年代測定、環境変動解析に役立てる。
研究の全体構想
I
①研究謀題の具体的な目標
本研究では､自然-人間系の相互作用の結果生ずる環境変動変遷の記録計として、
従来からの堆積物の物理特性□や無機．有機化学成分測定等からの情報に加えて、
新規に化学化石の一つで放射性のウラン(U)(トリウム(Th)も含む)同位体組成を
指標にする。過去の自然（気候変動，降水量変化、突発現象生起など）および人
為的（土地利用形態の変化、富栄養化の進展など）活動の事例と組み合わせて湖
およびその周辺の古環境変動を復元する基礎研究を目指す。湖沼中には、流域の
土地利用形態、地形、植生、さらに湖沼の物性、水の挙動を反映して河川を通じ
て流入したさまざまな粒度の土壌粒子等が湖内で生産された自生性物質と共に年
輪を形成して沈降・堆積している。天然放射性核種であるウランは、流入する土
壌粒子そのものに含まれていると同時に、湖内では溶存Uが主に自生性物質や土
壌粒子に吸着･付着して沈積・固定する。これらの沈積過程、少なくとも土壌粒子
として河川等から流入する外来性U成分（自然変動の指標）と湖内で吸着する自
生性U成分（植物・動物プランクトンなどの自生性物質の増加をもたらす富栄養
化などの人為活動および気候変動の指標）を識別し、過去の自然．人間活動史の
事例との対応で解析することで新たな発想・展開が期待できる。識別は，同位体
比U-234/U-238,Th-232/U-23B放射能比などから可能である。ここでは、この
一つの新しい切り口を検証しより普遍的なものにするために，湖内でのU(Th)の
沈降メカニズム，堆積物コアでのU,Th変動と他の物理，化学，生物的パラメータ
の関係を検討する。湖沼として，琵琶湖（沈降メカニズム解明）およびロシアの
バイカル湖，モンゴル国のフブスグル湖（ロングコア解析からの気候変動との関
連解明）を対象とする。
②この研究の特色・独創性および予想される結果と意義
地球環境変動問題は、大きく見ればグローバル変化に重点が置かれがちだが、
そのおこり方は地域の自然と人間系の相互作用によって種々さまざまに異なる。
それ故、地域からグローバルヘとつながるさまざまな角度から見た、地域におけ
る自然-人間系の相互作用の実態の環境変動変遷を科学的に解明し将来動向の予
知・予測に生かす研究が極めて重要となっている。地域での環境変動解析の比較・
結束がグローバルな問題解決の思索につながると言う発想は極めて重要である。地
域ごとの湖沼の堆積物を通じて、新たにU(Th)同位体組成の変化解明手法を導入
して環境変動を定量化しようとするもので、現在までこのような視点での研究が
行われている例はほとんどない。U(Th)の沈積過程の基礎検討を行えば、自然_人
間系の相互作用による結果としての環境変動解明研究の一つの方向性のみならず
一
Z
新たな展開を提示できる｡Uは,天然で3種類の同位体U-2SB,U-235,U-234,Th
はTh-232,Th-230,Th-228から成る。これら核種間の放射能比は,岩石では放射
平衡状態にあるが,湖水では放射非平衡状態になっている場合が多く，それ故に、
堆積物でこれらの比が環境変化などに絡んで変化する。この放射能比の用い方が
キー・ポイントである。この研究は、最終的には古環境解明に寄与することを目
的としているが､湖水のウラン(トリウム)の堆積挙動を含む物質循環解決、さらに
堆積物で測定困難な数万から100万年代の年代に対してのU-238-U-234および
U-238(U-234)-Th-230年代測定法の妥当性の検証にも大きく貢献できる。
③国内外の研究状況
地球の環境変動解析は，上述したように海洋底堆積物や極域の氷床コアを用い
て進められてきた。また，古代湖の堆積物コアについても，陸域環境での気候変
動解析の目的で研究が行われ，長期環境変動の解明の研究は、日本を問わず世界
各国で盛んに行われている。陸域で顕著な例は、日米ロ三カ国で進められている
バイカルドリリングプロジェクト(1994-)である。最近,モンゴルのフブスグル湖
でも比較研究が実施されている。バイカル湖はSOOO万年の歴史が有り，湖底堆
積物が地球の環境変動を良く記録していることが明らかにされており，ユーラシ
ア大陸北東域,過去1200万年の環境変動が解明されつつある｡バイカル湖では，
有機炭素，ケイ藻(Bio-SiO2)'､さらに無希元素，特にUの変動が気候．環境変動の
指標になっている。バイカル湖のアカデミシャン湖嶺で採取したコアおいては，
Bio-SO2とUの極めて良い深度分布の相関が得られている。しかし，何故Uとの
相関が良いのかなどUの沈降メカニズムさらに気候・環境変動との関係について
は依然として不明な点が多い(aigintonetal.,1996)。国内においては、U(Th)
同位体組成による新たな切り口での研究はなされていない。
[引用文献］
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